
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

金融機能強化法に基づき資本参加を行った金融機関における 

「経営強化計画の履行状況（令和７年９月期）」の概要 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〔参考Ⅳ－１〕 



金融機能強化法の本則に基づき資本参加を行った金融機関における 

「経営強化計画の履行状況（令和７年９月期）」の概要 

金融機関名 
資本参加 

時 期 金 額 

山梨県民信用組合 平成２１年 ９月３０日 ４５０億円   

ぐんまみらい信用組合 平成２４年１２月２８日 ２５０億円   

豊和銀行 

平成２６年 ３月３１日 

１６０億円   

東京厚生信用組合 ５０億円   

横浜幸銀信用組合 １９０億円   

釧路信用組合 
平成２６年１２月１２日 

８０億円   

滋賀県信用組合 ９０億円   

全国信用協同組合連合会 平成２７年１２月２２日 １０６億円   

全国信用協同組合連合会 平成２８年１２月２７日 ６２．４億円 

全国信用協同組合連合会 平成２９年１２月２２日 １００億円   

全国信用協同組合連合会 令和 ２年 ３月３１日 ９２億円   

（注１）山梨県民信用組合、ぐんまみらい信用組合、東京厚生信用組合、横浜幸銀信用組合、釧路

信用組合及び滋賀県信用組合は全国信用協同組合連合会からの信託受益権の買取りにより、そ

れぞれ資本参加。 

（注２）豊和銀行は令和７年８月１日に一部繰上償還を行い、現在の公的資金残高は９０億円。 

 



計 画 実 績

18 7 8 ▲ 0 ＋ 1

預金利息が計画を上回ったものの、貸出金利息、有価証券利息
配当金及び役務取引等利益が計画を上回ったこと等から、コア
業務純益は計画を上回った。

（注）「始期比」は、令和７年９月期（半期）の実績を２倍にし、「計画始期の水準」（通期）と比較

豊　　和

計画比

金融機能強化法(平成20年改正法)に基づく経営強化計画

令和７年９月期の履行状況の概要

１．経営改善の目標

１）コア業務純益

(単位：億円)

コメント
（実績と計画の比較）

計画始期
の水準

令和７年９月期

始期比



計 画 実 績

63.43 66.25 66.38 ＋ 2.95 ＋ 0.13

経費（機械化関連費用を除く）が計画を下回ったものの、国債
等債券売却損を計上したこと等により、業務粗利益が計画を下
回ったことから、ＯＨＲは計画を上回った。

２） 業務粗利益経費率 （ＯＨＲ)

(単位：％)

コメント
（実績と計画の比較）

豊　　和

計画始期
の水準

令和７年９月期

始期比 計画比



計 画 実 績

残高 1,181 1,149 1,139 ▲ 41 ▲ 9

比率 29.20 29.42 30.41 ＋ 1.21 ＋ 0.99

残高 1,152 1,160 1,241 ＋ 88 ＋ 81

比率 37.99 37.44 41.94 ＋ 3.95 ＋ 4.50

残高 3,096 3,100 3,113 ＋ 17 ＋ 13

比率 51.64 51.72 52.40 ＋ 0.76 ＋ 0.68

残高 334 334 343 ＋ 9 ＋ 9

比率 54.22 53.87 55.26 ＋ 1.04 ＋ 1.39

残高 4,982 5,037 5,156 ＋ 173 ＋ 118

比率 68.20 68.21 65.95 ▲ 2.25 ▲ 2.26

残高 329 327 316 ▲ 12 ▲ 10

比率 37.41 38.08 39.07 ＋ 1.66 ＋ 0.99

残高 636 642 652 ＋ 15 ＋ 10

比率 38.36 38.43 41.96 ＋ 3.60 ＋ 3.53

滋賀県
（信用組合）

営業店長の率先した融資推進活動のほか、渉外担当者が事業性
融資増強に向けた訪問活動を行う時間を確保するために効率化
を図るなどの取組を実施した結果、貸出残高・比率ともに計画
を上回った。

東京厚生
（信用組合）

役員、本部及び営業店が一体となり営業推進体制の強化に取り
組んだ結果、貸出残高・比率ともに計画を上回った。

横浜幸銀
（信用組合）

営業本部及び営業店において、取引先への訪問頻度を増やすな
ど営業推進に取り組んだことから、貸出残高は計画を上回っ
た。なお、預金増強キャンペーン定期の販売により総資産が大
幅に増加したことから、比率は計画を下回った。

釧　路
（信用組合）

季節資金等の資金需要の減少や取引先の業況悪化による信用保
証協会代位弁済の発生等により、貸出残高は計画を下回った。
なお、預金の減少により総資産が減少したことから、貸出比率
は計画を上回った。

山梨県民
（信用組合）

不良債権処理の影響や、資材高騰による設備資金等の資金需要
の鈍化により、貸出残高は計画を下回った。なお、預金の減少
により総資産が減少したことから、貸出比率は計画を上回っ
た。

ぐんまみらい
（信用組合）

群馬県制度融資やプロパーの事業性商品の推進強化に取り組ん
だ結果、貸出残高・比率ともに計画を上回った。

豊　　和

中小規模事業者の事業発展に向けた積極的な資金供給に取り組
んだこと等から、貸出金残高・比率ともに計画を上回った。

コメント
（実績と計画の比較）

２．中小企業金融の円滑化の目標

１） 中小規模事業者等向け貸出残高・比率

(単位：億円、％)

計画始期
の水準

令和７年９月期

始期比 計画比



計 画 実 績

13.13 15.08 15.27 ＋ 2.14 ＋ 0.19

外部機関・外部専門家との連携により、きめ細かな経営相談及
び早期事業再生支援に積極的に取り組んだこと等から、経営改
善支援先割合は計画を上回った。

91.30 91.32 91.31 ＋ 0.01 ▲ 0.01

インフレや円安の影響等を踏まえた取引先の経営相談等に取り
組んだものの、全体の債務者数が増加したことから、経営改善
支援先割合は計画を下回った。

6.64 6.72 8.27 ＋ 1.63 ＋ 1.55

経営改善及び成長・発展に向けた支援に取り組んだ結果、「応
援ファンド」、経営相談支援、事業承継支援、事業再生支援が
計画を上回ったこと等から、経営改善支援先割合は計画を上
回った。

19.50 19.79 19.79 ＋ 0.29 -

担保・保証に過度に依存しない融資推進を実施したほか、東京
都の「地域金融機関による事業承継促進事業」を活用し、事業
承継支援を強化した結果、経営改善支援先割合は計画と同水準
となった。

58.05 58.07 59.60 ＋ 1.55 ＋ 1.53

経営改善計画の策定やモニタリング指導、外部専門家と連携し
た取組を積極的に行うなど、支援先の実態に即した効果的な活
動に努めた結果、経営改善支援先割合は計画を上回った。

4.42 4.58 5.61 ＋ 1.19 ＋ 1.03

取引先の経営課題を本部・営業店が一体となって把握し、外部
機関とも連携するなど経営改善支援の取組を強化した結果、計
画を上回った。

29.09 29.85 37.97 ＋ 8.88 ＋ 8.12

研修等によるコンサルティング能力の向上のほか、必要に応じ
て第三者機関と連携するなど、取引先への提案・相談対応の強
化を図った結果、経営改善支援先割合は計画を上回った。

滋賀県
（信用組合）

山梨県民
（信用組合）

ぐんまみらい
（信用組合）

豊　　和

東京厚生
（信用組合）

横浜幸銀
（信用組合）

釧　路
（信用組合）

２） 経営改善支援先割合

(単位：％)

計画始期
の水準

令和７年９月期

始期比 計画比
コメント

（実績と計画の比較）



残高 ＋ 8,488

比率 ＋ 4.31

＋ 7.55

特定信用組合において、創業支援や新事業の開拓支援のほか、外部機
関や外部専門家と連携した取引先の問題解決に資するサポート等に取
り組んだことから、経営改善支援先割合は計画始期を上回った。

金融機能強化法(平成20年改正法)に基づく協同組織金融機能強化方針

令和７年９月期の実施状況の概要

１．中小企業金融の円滑化の目標

１） 中小規模事業者等向け貸出の残高及び比率

(単位：億円、％)

実 績

全国信用協同
組合連合会

7,141 15,629
特定信用組合（資本支援を行った14信用組合）において、既存先の資
金ニーズの発掘、新規事業先の開拓、融資提案型営業の推進、成長分
野への融資推進等、地域金融の円滑化に積極的に取り組んだことか
ら、貸出残高・比率ともに計画始期を上回った。47.49 51.80

計画始期の水準

令和７年９月期

始期比
コメント

（実績と計画の比較）

全国信用協同組合
連合会

15.44 22.99

※全国信用協同組合連合会の数値は、資本支援を行った14信用組合の合算値（但し、実績値は旧信用組合岡山商銀を合併した横浜幸銀信用組合の計数を含む。）

※全国信用協同組合連合会の数値は、資本支援を行った14信用組合の合算値（但し、実績値は旧信用組合岡山商銀を合併した横浜幸銀信用組合の計数を含む。）

２） 経営改善支援先割合

(単位：％)

計画始期の水準

令和７年９月期

始期比
コメント

（実績と計画の比較）
実 績



 

金融機能強化法の震災特例に基づき資本参加を行った金融機関における

「経営強化計画の履行状況（令和７年９月期）」の概要 

 

（注）相双五城信用組合、いわき信用組合及び那須信用組合は全国信用協同組合連合会からの信託受

益権の買取りにより、宮古信用金庫、気仙沼信用金庫、石巻信用金庫及びあぶくま信用金庫は信

金中央金庫からの信託受益権の買取りにより、それぞれ資本参加。 

金融機関名 
資本参加 

時 期 金 額 

仙台銀行 
平成２３年 ９月３０日 

３００億円   

筑波銀行 ３５０億円   

相双五城信用組合 
平成２４年 １月１８日 

１６０億円   

いわき信用組合 ２００億円   

宮古信用金庫 

平成２４年 ２月２０日 

１００億円   

気仙沼信用金庫 １５０億円   

石巻信用金庫 １８０億円   

あぶくま信用金庫 ２００億円   

那須信用組合 平成２４年 ３月３０日 ７０億円   

東北銀行 平成２４年 ９月２８日 １００億円   

きらやか銀行 平成２４年１２月２８日 ３００億円   
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柱
の

施
策

と
し

て
長

期
に

わ
た

り
取

り
組

ん
で

き
た

強
味

を
活

か
し

て
、

原
材

料
価

格
の

高
騰

等
に

よ
る

資
金

繰
り

改
善

ニ
ー

ズ
に

対
応

す
る

た
め

の
リ

フ
ァ

イ
ナ

ン
ス

の
取

組
を

推
進

（
令

和
７

年
度

上
期

 
リ

フ
ァ

イ
ナ

ン
ス

実
行

５
９

１
件

、
１

９
７

億
円

）

・
融

資
部

企
業

経
営

支
援

室
を

中
心

に
、

経
営

改
善

・
事

業
再

生
支

援
先

等
に

対
す

る
事

業
計

画
の

策
定

支
援

や
、

支
援

先
へ

の
モ

ニ
タ

リ
ン

グ
、

各
営

業
店

へ
の

臨
店

指
導

な
ど

を
通

じ
て

、
早

期
改

善
及

び
再

建
の

支
援

を
実

施
・
支

店
統

括
部

を
中

心
に

、
個

社
毎

に
異

な
る

課
題

や
ニ

ー
ズ

に
応

じ
た

支
援

を
実

施
す

る
た

め
の

ソ
リ

ュ
ー

シ
ョ

ン
導

入
の

企
画

等
を

行
い

、
ま

た
、

ビ
ジ

ネ
ス

マ
ッ

チ
ン

グ
機

会
の

提
供

と
し

て
、

行
内

イ
ン

ト
ラ

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

の
活

用
整

備
や

各
種

相
談

会
等

の
開

催
も

実
施

・
み

ら
い

創
生

部
を

中
心

に
、

２
分

野
の

融
資

案
件

の
創

出
や

外
部

事
業

者
と

の
連

携
に

よ
る

様
々

な
ソ

リ
ュ

ー
シ

ョ
ン

を
活

用
し

、
資

金
供

給
等

に
取

り
組

む

被
災

者
向

け
 

新
規

融
資

 

事
業

性
 

１
０

，
７

３
８

先
／

４
，

１
３

８
億

円
 

１
，

４
５

６
件

／
 

４
２

６
億

円
 

１
０

３
，

０
７

０
件

／
１

兆
２

，
５

８
０

億
円

 
３

，
８

９
１

件
／

 
９

５
３

億
円

 

消
費

性
 

４
，

５
９

６
先

／
 

 
２

４
８

億
円

 
 

 
１

５
０

件
／

 
 

１
９

億
円

 
１

４
，

０
１

５
件

／
 

 
１

，
７

６
７

億
円

 
６

６
５

件
／

 
１

１
４

億
円

 

被
災

者
向

け
 

条
件

変
更

 

事
業

性
 

 
 

２
４

８
先

／
 

 
１

５
２

億
円

 
 
 
６

４
３

件
／

 
２

０
０

億
円

 
 
３

，
６

４
９

件
／

 
９

１
７

億
円

 
１

，
０

９
３

先
／

 
１

９
２

億
円

 

消
費

性
 

３
４

６
先

／
 

 
 

４
１

億
円

 
１

０
４

件
／

 
 

１
８

億
円

 
１

７
７

件
／

 
 

１
７

億
円

 
７

５
先

／
 

 
 

９
億

円
 

【
参

考
】
 

Ｒ
７

/
９

期
の

貸
出

金
残

高
 

９
，

８
０

０
億

円
 

９
，

５
１

０
億

円
 

２
兆

１
，

７
４

６
億

円
 

７
，

１
６

１
億

円
 

産
業

復
興

機
構

の
活

用
（
注

１
）
 

決
定

２
８

先
 

―
 

決
定

１
２

先
 

決
定

５
７

先
 

東
日

本
大

震
災

事
業

者
 

再
生

支
援

機
構

の
活

用
（
注

１
）
 

決
定

６
８

先
 

決
定

 
７

先
 

決
定

２
７

先
 

決
定

５
５

先
 

個
人

版
ガ

イ
ド

ラ
イ

ン
・
自

然
災

害
ガ

イ
ド

ラ
イ

ン
の

活
用

（
注

２
）
 

成
立

４
４

件
 

成
立

 
４

件
 

―
 

成
立

１
８

件
 

※
計

数
は

令
和

７
年

９
月

末
時

点
（
注

１
）
 

「
産

業
復

興
機

構
」
及

び
「
東

日
本

大
震

災
事

業
者

再
生

支
援

機
構

」
に

つ
い

て
は

、
令

和
３

年
３

月
末

を
も

っ
て

新
た

な
支

援
申

込
の

受
付

を
終

了
し

て
い

る
。

（
注

２
）
 

「
個

人
版

ガ
イ

ド
ラ

イ
ン

」
の

適
用

は
令

和
３

年
３

月
末

を
も

っ
て

終
了

し
、

令
和

３
年

４
月

以
降

の
東

日
本

大
震

災
の

被
災

者
へ

の
支

援
に

は
、

「
自

然
災

害
ガ

イ
ド

ラ
イ

ン
」
を

適
用

。

じ
も

と
ホ

ー
ル

デ
ィ

ン
グ

ス
 

筑
波

銀
行

（
茨

城
県

土
浦

市
）

東
北

銀
行

（
岩

手
県

盛
岡

市
）
 

仙
台

銀
行

 

（
宮

城
県

仙
台

市
）
 

き
ら

や
か

銀
行

 

（
山

形
県

山
形

市
）
 

資
本

参
加

額
 

（
資

本
参

加
時

期
）
 

３
０

０
億

円
（
平

成
2
3

年
９

月
）
 

３
０

０
億

円
（
平

成
2
4

年
1
2

月
）

３
５

０
億

円
（
平

成
2
3

年
９

月
）
 

１
０

０
億

円
（
平

成
2
4

年
９

月
）
 



金
融

機
能

強
化

法
（
震

災
特

例
）
を

活
用

し
た

４
信

用
金

庫
の

経
営

強
化

計
画

 
令

和
７

年
９

月
期

の
履

行
状

況
の

概
要

 

宮
古

（
岩

手
県

宮
古

市
）
 

気
仙

沼
（
宮

城
県

気
仙

沼
市

）
 

石
巻

（
宮

城
県

石
巻

市
）
 

あ
ぶ

く
ま

（
福

島
県

南
相

馬
市

）
 

資
本

参
加

額
 

（
資

本
参

加
時

期
）
 

１
０

０
億

円
（
平

成
2
4

年
２

月
）
 

【
国

８
５

億
円

、
信

金
中

金
１

５
億

円
】
 

１
５

０
億

円
（
平

成
2
4

年
２

月
）
 

【
国

１
３

０
億

円
、

信
金

中
金

２
０

億
円

】
 

１
８

０
億

円
（
平

成
2
4

年
２

月
）
 

【
国

１
５

７
億

円
、

信
金

中
金

２
３

億
円

】
 

２
０

０
億

円
（
平

成
2
4

年
２

月
）
 

【
国

１
７

５
億

円
、

信
金

中
金

２
５

億
円

】
 

※
国

は
、

信
金

中
央

金
庫

（
信

金
中

金
）
か

ら
、

４
信

用
金

庫
が

発
行

し
た

優
先

出
資

に
係

る
信

託
受

益
権

を
買

い
取

る
方

式
に

よ
り

資
本

参
加

被
災

地
域

に
お

け
る

東
日

本
大

震
災

か
ら

の
復

興
に

資
す

る
方

策
の

進
捗

状
況

（
主

な
も

の
）
 

①
実

施
体

制
の

整
備

・
金

庫
内

外
で

の
研

修
や

セ
ミ

ナ
ー

へ
の

参
加

、
営

業
店

へ
の

臨
店

指
導

等
を

実

施
す

る
こ

と
で

、
コ

ン
サ

ル
テ

ィ
ン

グ
機

能
等

を
発

揮
で

き
る

人
材

育
成

を
実

施

・
震

災
直

後
に

整
備

し
た

相
談

窓
口

の
ほ

か
、

新
型

コ
ロ

ナ
ウ

イ
ル

ス
感

染
症

の
影

響
を

受

け
て

設
置

し
た

相
談

窓
口

等
を

活
用

し
、

経
営

改
善

・
事

業
再

生
等

の
支

援
を

推
進

 

・
様

々
な

顧
客

ニ
ー

ズ
へ

の
対

応
の

た
め

に
「
総

合
相

談
セ

ン
タ

ー
」
を

整
備

し
て

い
る

ほ
か

、
若

手
職

員
へ

の
Ｏ

Ｊ
Ｔ

指
導

、
外

部
講

師
を

招
い

た

実
務

研
修

等
を

行
い

、
人

材
育

成
を

促
進

・
各

種
研

修
、

Ｏ
Ｊ

Ｔ
の

実
施

や
各

種
公

的
資

格

等
の

取
得

を
奨

励
し

、
コ

ン
サ

ル
テ

ィ
ン

グ
機

能
の

発
揮

や
目

利
き

力
の

強
化

に
向

け
た

人

材
の

育
成

を
実

施

②
具

体
的

な
取

組

・
取

引
先

に
対

し
金

庫
商

品
や

外
部

連
携

先
の

サ
ー

ビ
ス

、
補

助
金

等
に

つ
い

て

情
報

発
信

を
行

う
「
み

や
し

ん
パ

ー
ト

ナ

ー
ズ

制
度

」
の

利
用

促
進

を
引

き
続

き

実
施

・
取

引
先

の
事

業
承

継
の

積
極

的
な

ニ
ー

ズ
収

集
及

び
外

部
連

携
先

を
活

用
し

た

サ
ポ

ー
ト

等
、

事
業

者
支

援
を

実
施

・
事

業
者

に
対

す
る

販
路

・
仕

入
先

の
開

拓
支

援
を

目
的

と
し

て
、

信
金

中
央

金
庫

が
運

営
す

る
「
し

ん
き

ん
コ

ネ
ク

ト
」
等

に
事

業
者

の
情

報

を
掲

載
し

、
マ

ッ
チ

ン
グ

支
援

を
引

き
続

き
実

施

・
中

小
・
零

細
事

業
者

が
抱

え
る

経
営

課
題

を

伴
走

支
援

す
る

公
的

支
援

機
関

「
気

仙
沼

ビ

ズ
」
の

運
営

に
参

画
し

、
金

庫
取

引
先

へ
の

活

用
促

進
を

引
き

続
き

実
施

・
審

査
管

理
部

、
営

業
推

進
部

と
営

業
店

が
連

携

し
、

顧
客

の
ラ

イ
フ

ス
テ

ー
ジ

に
応

じ
た

経
営

改

善
支

援
や

ビ
ジ

ネ
ス

マ
ッ

チ
ン

グ
等

を
引

き
続

き

実
施

・
後

継
者

問
題

を
抱

え
る

事
業

者
に

対
し

、
外

部

機
関

と
連

携
し

て
、

事
業

者
と

事
業

譲
渡

を
視

野

に
入

れ
た

協
議

や
譲

渡
先

候
補

と
の

交
渉

等
の

支
援

を
引

き
続

き
実

施

・
2
0
2
4

年
1
1

月
に

リ
ニ

ュ
ー

ア
ル

オ
ー

プ
ン

し

た
本

店
営

業
部

に
「
ふ

れ
あ

い
プ

ラ
ザ

」
を

設

置
し

、
事

業
再

生
等

を
含

め
た

融
資

全
般

に

係
る

相
談

に
つ

い
て

、
曜

日
問

わ
ず

受
け

付

け
る

取
組

を
引

き
続

き
実

施

・
東

北
地

区
の

信
金

が
連

携
し

て
創

設
し

た
、

東
北

し
ん

き
ん

ビ
ジ

ネ
ス

ク
ラ

ブ
「
東

北
し

ん
き

ん
“
笑

談
”
.ｃ

ｏ
ｍ

」
(し

ん
き

ん
し

ょ
う

だ
ん

ど
っ

と
こ

む
)を

活
用

し
て

、
取

引
先

の
販

路
開

拓

支
援

等
を

引
き

続
き

実
施

被
災

者
向

け
 

新
規

融
資

 

事
業

性
 

１
，

９
７

８
先

／
２

３
５

億
円

 
３

，
７

９
９

先
／

７
２

２
億

円
 

１
，

１
１

６
先

／
５

４
１

億
円

 
２

，
６

１
４

先
／

１
，

０
２

３
億

円
 

消
費

性
 

 
８

６
３

先
／

 
８

１
億

円
 

 
 

７
８

８
先

／
 

６
１

億
円

 
１

，
１

０
８

先
／

１
６

１
億

円
 

７
５

５
先

／
 

９
７

億
円

 

被
災

者
向

け
 

条
件

変
更

 

事
業

性
 

 
４

７
９

先
／

２
０

３
億

円
 

 
 

１
３

１
先

／
 

７
２

億
円

 
２

３
９

先
／

１
０

５
億

円
 

６
０

３
先

／
３

４
５

億
円

 

消
費

性
 

１
０

７
先

／
 

 
１

０
億

円
 

 
 

２
９

６
先

／
 

１
１

億
円

 
１

０
８

先
／

 
１

３
億

円
 

５
０

５
先

／
 

４
４

億
円

 

【
参

考
】
 

Ｒ
７

/
９

期
の

貸
出

金
残

高
 

２
３

１
億

円
 

４
８

３
億

円
８

３
９

億
円

 
１

，
０

２
８

億
円

 

産
業

復
興

機
構

の
活

用
（
注

１
）
 

決
定

２
４

件
 

決
定

２
９

件
 

決
定

３
５

件
 

決
定

 
５

件
 

東
日

本
大

震
災

事
業

者
 

再
生

支
援

機
構

の
活

用
（
注

１
）
 

決
定

４
６

件
 

決
定

２
７

件
 

決
定

５
８

件
 

決
定

 
５

件
 

個
人

版
ガ

イ
ド

ラ
イ

ン
・
自

然
災

害
ガ

イ
ド

ラ
イ

ン
の

活
用

（
注

２
）
 

成
立

１
１

件
 

成
立

２
６

件
 

成
立

４
０

件
 

成
立

 
２

件
 

※
計

数
は

令
和

７
年

９
月

末
時

点

（
注

１
）
 

「
産

業
復

興
機

構
」
及

び
「
東

日
本

大
震

災
事

業
者

再
生

支
援

機
構

」
に

つ
い

て
は

、
令

和
３

年
３

月
末

を
も

っ
て

新
た

な
支

援
申

込
の

受
付

を
終

了
し

て
い

る
。

（
注

２
）
 

「
個

人
版

ガ
イ

ド
ラ

イ
ン

」
の

適
用

は
令

和
３

年
３

月
末

を
も

っ
て

終
了

し
、

令
和

３
年

４
月

以
降

の
東

日
本

大
震

災
の

被
災

者
へ

の
支

援
に

は
、

「
自

然
災

害
ガ

イ
ド

ラ
イ

ン
」
を

適
用

。



金
融

機
能

強
化

法
（
震

災
特

例
）
を

活
用

し
た

３
信

用
組

合
の

経
営

強
化

計
画

 

令
和

７
年

９
月

期
の

履
行

状
況

の
概

要
 

相
双

五
城

（福
島

県
相

馬
市

）
 

い
わ

き
（
福

島
県

い
わ

き
市

） 
那

須
（
栃

木
県

那
須

塩
原

市
）
 

資
本

参
加

額
 

（
資

本
参

加
時

期
）
 

１
６

０
億

円
（
平

成
2
4

年
１

月
）
 

【
国

１
３

９
億

円
、

全
信

組
連

２
１

億
円

】
 

２
０

０
億

円
（
平

成
2
4

年
１

月
）
 

【
国

１
７

５
億

円
、

全
信

組
連

２
５

億
円

】
 

７
０

億
円

（
平

成
2
4

年
３

月
）
 

【
国

５
４

億
円

、
全

信
組

連
１

６
億

円
】 

※
国

は
、

全
国

信
用

協
同

組
合

連
合

会
（
全

信
組

連
）
か

ら
、

３
信

用
組

合
が

発
行

し
た

優
先

出
資

に
係

る
信

託
受

益
権

を
買

い
取

る
方

式
に

よ
り

資
本

参
加

被
災

地
域

に
お

け
る

東
日

本
大

震
災

か
ら

の
復

興
に

資
す

る
方

策
の

進
捗

状
況

（
主

な
も

の
）
 

①
実

施
体

制
の

整
備

・
新

型
コ

ロ
ナ

ウ
イ

ル
ス

感
染

症
や

福
島

県
沖

地
震

等
の

自

然
災

害
の

影
響

を
受

け
た

事
業

者
か

ら
の

相
談

に
対

応
す

る
た

め
、

個
別

訪
問

活
動

を
強

化
す

る
と

と
も

に
、

各
ロ

ー
ン

セ
ン

タ
ー

に
お

け
る

夜
間

融
資

相
談

会
を

開
催

・
中

小
企

業
診

断
士

等
の

外
部

専
門

家
に

よ
る

事
業

者
の

経

営
課

題
解

決
に

向
け

た
相

談
窓

口
を

常
設

し
、

復
興

に
係

る

相
談

の
ほ

か
、

新
型

コ
ロ

ナ
ウ

イ
ル

ス
感

染
症

の
影

響
を

受

け
た

事
業

者
か

ら
の

相
談

に
つ

い
て

も
積

極
的

に
対

応

・
被

災
者

の
金

融
支

援
に

取
り

組
む

た
め

、
引

き
続

き
全

営
業

店
に

各
種

相
談

窓
口

を
設

置
し

、
新

型
コ

ロ
ナ

ウ
イ

ル
ス

感

染
症

や
ウ

ク
ラ

イ
ナ

情
勢

の
影

響
等

に
伴

う
相

談
に

も
対

応

す
る

な
ど

相
談

体
制

を
強

化

②
具

体
的

な
取

組

・
事

業
者

が
、

持
続

可
能

な
事

業
目

標
を

明
確

化
し

、
新

型
コ

ロ
ナ

ウ
イ

ル
ス

感
染

症
や

震
災

か
ら

の
復

興
に

繋
げ

ら
れ

る

よ
う

、
「
Ｓ

Ｄ
Ｇ

ｓ
中

小
企

業
者

向
け

セ
ミ

ナ
ー

」
を

開
催

す
る

な

ど
地

域
の

Ｓ
Ｄ

Ｇ
ｓ
に

関
す

る
支

援
を

引
き

続
き

推
進

 

・
経

営
改

善
支

援
コ

ー
デ

ィ
ネ

ー
タ

ー
の

随
時

訪
問

や
外

部
支

援
機

関
を

活
用

し
た

専
門

家
派

遣
に

よ
る

経
営

相
談

等
の

事
業

再
建

、
経

営
改

善
支

援
を

引
き

続
き

実
施

・
地

域
の

中
小

企
業

・
小

規
模

事
業

者
の

面
的

支
援

の
実

行
・

実
践

を
目

的
と

し
て

、
他

の
組

合
や

中
小

企
業

診
断

士
事

務

所
等

を
構

成
機

関
と

す
る

事
業

者
支

援
の

連
携

体
「
磐

城
国

地
域

振
興

プ
ラ

ッ
ト

フ
ォ

ー
ム

」
で

の
取

組
を

引
き

続
き

推
進

・
中

小
企

業
診

断
士

等
の

専
門

家
に

よ
る

相
談

会
、

取
引

先
を

会
員

と
し

た
ビ

ジ
ネ

ス
マ

ッ
チ

ン
グ

交
流

会
を

実
施

し
、

事
業

再
建

や
経

営
改

善
、

新
た

な
ビ

ジ
ネ

ス
チ

ャ
ン

ス
の

拡
大

を

引
き

続
き

支
援

・
「
特

別
貸

出
Ｆ

Ｓ
（
フ

ィ
ー

ル
ド

・
セ

ー
ル

ス
）
」
活

動
に

よ
り

、
事

業
者

か
ら

の
相

談
や

要
望

を
的

確
に

収
集

・
把

握
し

、
適

切

な
商

品
の

提
供

に
よ

る
資

金
繰

り
支

援
を

は
じ

め
と

し
た

伴

走
型

支
援

を
継

続
的

に
実

施

・
地

元
商

工
会

が
主

催
す

る
創

業
塾

に
職

員
が

講
師

と
し

て

参
加

し
、

創
業

計
画

策
定

の
サ

ポ
ー

ト
を

行
っ

た
ほ

か
、

関

係
団

体
と

「
移

住
創

業
支

援
に

関
す

る
連

携
協

定
」
を

締
結

し
、

「
創

業
セ

ミ
ナ

ー
」
を

開
催

す
る

な
ど

、
創

業
支

援
を

継
続

的
に

実
施

被
災

者
向

け
 

新
規

融
資

 

事
業

性
 

７
０

９
先

／
２

３
６

億
円

 
１

７
７

先
／

４
８

０
億

円
 

５
，

１
４

７
件

（４
６

４
先

）
／

６
５

２
億

円
 

消
費

性
 

３
３

４
先

／
 

４
７

億
円

 
 

６
８

先
／

 
１

１
億

円
 

１
８

９
件

（９
１

先
）
／

 
 

４
億

円
 

被
災

者
向

け
 

条
件

変
更

 

事
業

性
 

９
７

２
件

／
２

８
５

億
円

 
２

１
１

先
／

２
３

０
億

円
 

５
，

５
６

５
件

／
５

９
５

億
円

 

消
費

性
 

２
４

５
件

／
 

２
２

億
円

 
６

８
先

／
 

 
８

億
円

 
 

２
４

７
件

／
 

３
５

億
円

 

【
参

考
】
 

Ｒ
７

/
９

期
の

貸
出

金
残

高
 

３
７

２
億

円
 

１
，

１
６

３
億

円
 

４
５

７
億

円
 

産
業

復
興

機
構

の
活

用
（
注

１
）
 

決
定

５
件

 
決

定
４

先
 

―
 

東
日

本
大

震
災

事
業

者
 

再
生

支
援

機
構

の
活

用
（
注

１
）
 

決
定

３
先

 
決

定
９

先
 

決
定

３
先

 

個
人

版
ガ

イ
ド

ラ
イ

ン
・
自

然
災

害
ガ

イ
ド

ラ
イ

ン
の

活
用

（
注

２
）
 

成
立

２
件

 
成

立
３

件
 

―
 

※
計

数
は

令
和

７
年

９
月

末
時

点

（
注

１
）
 

「
産

業
復

興
機

構
」
及

び
「
東

日
本

大
震

災
事

業
者

再
生

支
援

機
構

」
に

つ
い

て
は

、
令

和
３

年
３

月
末

を
も

っ
て

新
た

な
支

援
申

込
の

受
付

を
終

了
し

て
い

る
。

（
注

２
）
 

「
個

人
版

ガ
イ

ド
ラ

イ
ン

」の
適

用
は

令
和

３
年

３
月

末
を

も
っ

て
終

了
し

、
令

和
３

年
４

月
以

降
の

東
日

本
大

震
災

の
被

災
者

へ
の

支
援

に
は

、
「
自

然
災

害
ガ

イ
ド

ラ
イ

ン
」
を

適
用

。



 

金融機能強化法のコロナ特例に基づき資本参加を行った金融機関における

「経営強化計画の履行状況（令和７年９月期）」の概要 

 

 

金融機関名 
資本参加 

時 期 金 額 

きらやか銀行 令和５年９月２９日 １８０億円   

全国信用協同組合連合会 
令和６年３月２９日 １４０億円   

令和７年３月３１日 ９６．８億円   



金
融

機
能

強
化

法
（
コ

ロ
ナ

特
例

）
を

活
用

し
た

き
ら

や
か

銀
行

、
全

国
信

用
協

同
組

合
連

合
会

の
経

営
強

化
計

画
 

令
和

７
年

９
月

期
の

履
行

状
況

の
概

要
 

新
型

コ
ロ

ナ
ウ

イ
ル

ス
感

染
症

等
の

影
響

を
受

け
た

者
へ

の
支

援
を

は
じ

め
と

す
る

地
域

経
済

の
再

生
に

資
す

る
方

策
の

進
捗

状
況

（
主

な
も

の
）
 

①
実

施
体

制
の

整
備

・
企

業
支

援
部

内
に

、
製

造
業

に
勤

務
経

験
の

あ
る

職
員

で
構

成
し

た
専

門

家
チ

ー
ム

の
設

置
や

介
護

事
業

の
勤

務
経

験
者

を
採

用
す

る
な

ど
し

て
、

改
善

支
援

を
実

施

・
本

部
に

グ
ル

ー
プ

制
を

導
入

し
、

役
割

と
責

任
の

明
確

化
、

意
思

決
定

の
迅

速
化

を
通

じ
て

、
本

部
の

収
益

力
の

向
上

、
営

業
店

サ
ポ

ー
ト

体
制

を
強

化

・
新

型
コ

ロ
ナ

ウ
イ

ル
ス

感
染

症
等

の
影

響
を

受
け

て
い

る
事

業
者

に
対

し
、

更

な
る

コ
ン

サ
ル

テ
ィ

ン
グ

機
能

を
発

揮
で

き
る

よ
う

、
取

引
先

支
援

を
行

う
専

担

部
署

を
設

置
し

て
い

る
ほ

か
、

外
部

専
門

機
関

（
中

小
企

業
活

性
化

協
議

会
、

よ
ろ

ず
支

援
拠

点
等

）
や

業
界

施
策

を
活

用
し

た
経

営
改

善
支

援
・
事

業
再

生
支

援
を

実
施

②
具

体
的

な
取

組

・
中

小
企

業
活

性
化

協
議

会
を

積
極

的
に

活
用

し
、

令
和

２
年

３
月

か
ら

令
和

７
年

９
月

末
ま

で
に

同
協

議
会

と
連

携
し

た
実

績
は

７
７

先

・
Ｄ

Ｄ
Ｓ

（
デ

ッ
ト

・
デ

ッ
ト

・
ス

ワ
ッ

プ
）
を

活
用

し
、

令
和

３
年

４
月

か
ら

令
和

７
年

９
月

末
ま

で
に

新
型

コ
ロ

ナ
ウ

イ
ル

ス
感

染
症

等
の

影
響

を
受

け
た

取
引

先

に
対

し
て

財
務

支
援

を
図

っ
た

実
績

は
８

先
（
２

３
億

円
）

・
ウ

ィ
ズ

コ
ロ

ナ
・
ポ

ス
ト

コ
ロ

ナ
の

環
境

に
対

応
す

る
た

め
の

設
備

資
金

に
係

る
補

助
金

を
活

用
す

る
た

め
、

令
和

３
年

４
月

か
ら

最
終

公
募

で
あ

る
第

１
３

次
募

集
ま

で
に

「
事

業
再

構
築

補
助

金
」
の

事
業

計
画

策
定

支
援

に
取

り
組

み
、

１
３

５
先

を
支

援

・
コ

ロ
ナ

禍
に

よ
り

変
化

し
た

顧
客

ニ
ー

ズ
や

経
営

環
境

を
踏

ま
え

た
ビ

ジ
ネ

ス

モ
デ

ル
の

転
換

、
経

営
改

善
計

画
の

策
定

支
援

な
ど

の
た

め
、

令
和

２
年

３

月
か

ら
令

和
７

年
９

月
末

ま
で

に
外

部
専

門
機

関
と

連
携

し
た

実
績

は
5
9
0
先

・
当

会
が

開
催

す
る

「
し

ん
く

み
食

の
ビ

ジ
ネ

ス
マ

ッ
チ

ン
グ

展
」
を

通
じ

、
取

引

先
の

ビ
ジ

ネ
ス

チ
ャ

ン
ス

の
獲

得
や

販
路

拡
大

を
支

援
。

令
和

２
年

３
月

か
ら

令
和

７
年

９
月

末
ま

で
の

実
績

は
1
6
件

コ
ロ

ナ
関

連

新
規

融
資

事
業

性
 

４
，

１
７

８
件

／
１

，
０

５
４

億
円

 

 
 

０
件

／
 

 
 

 
０

億
円

 
１

８
，

０
６

２
件

／
２

，
５

４
０

億
円

（
事

業
性

・
消

費
性

）
 

消
費

性
 

コ
ロ

ナ
関

連

条
件

変
更

事
業

性
 

６
９

４
件

／
２

３
２

億
円

 

 
４

２
件

／
 

 
６

億
円

 
９

，
９

２
９

件
／

２
，

１
３

２
億

円
（
事

業
性

・
消

費
性

）
 

消
費

性
 

【
参

考
】
 

Ｒ
７

/
９

月
期

の
貸

出
金

残
高

 
９

，
５

１
０

億
円

 
３

１
，

４
０

４
億

円
 

※
計

数
は

令
和

７
年

９
月

末
時

点

き
ら

や
か

銀
行

（
山

形
県

山
形

市
）
 

全
国

信
用

協
同

組
合

連
合

会
（
東

京
都

中
央

区
）
 

資
本

参
加

額
 

（
資

本
参

加
時

期
）
 

１
８

０
億

円
（
令

和
５

年
９

月
）
 

２
３

６
．

８
億

円
（
令

和
６

年
３

月
・
令

和
７

年
３

月
）
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